VISTAⅡ  Step One 

Lesson １  Whistle Communication  (pp.4-9)

	観点
	評価規準

	コミュニケーショ

ンへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 基本的な英語の音声に慣れ、学んだ表現を積極的に発話しようとしている。
【コミュニケーションの継続】

· 理解できないことがあっても、推測するなどして理解しようと努力する。

· 誤りを恐れずに、英語を使おうとしている。

	表現の能力
	話

すこと
	【正確な発話】

· [w]の発音が、単語レベル、文レベルで正しくできる。Say It!
· 適切なポーズを入れて間接疑問の埋め込み文を発話できる。Say It!
【適切な発話】

· 疑問文を間接疑問にして文の中に埋め込んで用いることができる。Practice! 2
· 比較文（２つのものを比較する文）を話したり、比較の疑問文に適切に答えたりすることができる。Practice3　Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい強勢、イントネーション、区切りなどを用いて音読できる。Say It!　本文
【適切な音読】

· 情景を思い浮かべながら理解して読むことができる。本文　Check Your Understanding!

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 間接疑問の埋め込み文を正しく書くことができる。Practice 2
· 比較の表現を正しく書くことができる。Practice 3　Try It!
【適切な筆記】

· 自分の意図が正しく伝わるように、適切な文型を選択して書くことができる。　Practice 2　Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 間接疑問の埋め込み文を正しく聞き取ることができる。Practice１

· 比較の表現を正しく聞き取ることができる。Practice 1

【適切な聞き取り】

· 聞いた内容について、それが客観的なことか、話し手の意見、希望なのかを聞き分けることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 導入の指笛の話、リー先生のお兄さんのゴメラ島での体験、結論を正しく読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!

【適切な読み取り】

· 本文の概要や要点を読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!

	言語や文化につい

ての知識・理解
	【言語についての知識】

· 疑問文が間接疑問として用いられるとき、疑問文の語順が変わることを知る。
【文化についての知識】

· ことば以外にも情報を伝える手段があることを理解する。
· 人間のコミュニケーションはその土地の文化に支えられていることを知る。


Lesson 2  Cathy Freeman  (pp.10-15)

	観点
	評価規準

	コミュニケーショ

ンへの関心・意

欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 話の要点（誰が何をする）に注意して正しく聞き取ろうとする。

· 学んだ表現を積極的に発話したり書いたりしている。
· 必要に応じて辞書などを活用し、理解を深めようとしている。
【コミュニケーションの継続】

· 理解できないことがあっても、推測するなどして理解しようと努力を続ける。
· 積極的に学習した表現を利用し、相互交渉を続けようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· help+(人)+doや関係代名詞を用いて正しく話すことができる。Practice 2,3

【適切な発話】

· 長い文を適切なポーズを入れて話すことができる。Say It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 母音[ӕ][Λ]の発音を区別して、単語レベル、文レベルで正しく読むことができる。　　　Say It!　本文
【適切な音読】

· 聞き手にわかりやすく、学校新聞の記事を音読することができる。Say It!　本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 関係代名詞whatを使って正しく書くことができる。Try It!
【適切な筆記】

· 関係代名詞 whatを用いた文で始め、自分にとって大切なものについて書くことができる。Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· help+(人)+doを用いた文の意味をコンテクストの中で正しく聞き取ることができる。Practice 1

【適切な聞き取り】

· 誰がどんなことをしたかを正しく聞き取ることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 本文の内容について正しく読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!

【適切な読み取り】

· Cathy Freemanがオリンピックで競技のあとに行ったことと、彼女のことばを結びつけて読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!

	言語や文化につい

ての知識・理解
	【言語についての知識】

· what は疑問詞として用いられるときには強勢が置かれるが、関係代名詞として用いられるときには弱勢となることを知る。
【文化についての知識】

· オーストラリアの歴史の中でのアボリジニの地位、現在のアボリジニの気持ちを理解する。


Enjoy Communication 1  ご案内します　(pp.16-17)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 挿絵を手がかりに積極的に聞き取ろうとしている。
· 学んだ表現を使って間違うことを恐れず、積極的に発話しようとしている。
【コミュニケーションの継続】

· 理解できない発話があっても、推測するなどして聞き続ける。

· イントネーションをつけて表情豊かに読み、話そうとしている。 

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 正しい強勢、連音、区切りを用いて話すことができる。Key Expressions!　Talk!  

· 学んだ表現を使って正しく話すことができる。Key Expressions!　Talk! 
【適切な発話】

· 伝えたい内容によって、表現を選択して話すことができる。Talk!
· 適切な速さや声の大きさで話すことができる。Talk!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい発音、強勢、イントネーションを用いて音読できる。Key Expressions!
【適切な音読】

・　場面設定にふさわしい音読ができる。Key Expressions!　Talk!

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· pleaseを用いた依頼文を正しく書くことができる。Key Expressions!　Communicate!
【適切な筆記】

· 状況に応じて、伝えたい内容を適切な表現を選択して書くことができる。Communicate!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 内容を正しく聞き取ることができる。Key Expressions!　Listen!
【適切な聞き取り】

· 機内アナウンスを聞き、大切なポイントを聞き取ることができる。Key Expressions!　Listen!

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 書かれた内容を正しく読み取ることができる。Communicate!

【適切な読み取り】

· 書かれた情報のポイントを読み取ることができる。Key Expressions!  Communicate!

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 命令文にpleaseを添えて丁寧な依頼を表すことができることを知る。
【文化についての知識】

· 乗客への注意や情報提供の仕方を知る。


Lesson 3  The Evil Eye  (pp.20-25)

	観点
	評価規準

	コミュニケーショ

ンへの関心・意

欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 話の要点に注意して聞き、的確に話そうとする。
· 学んだ表現を積極的に活用し、コミュニケーションを行おうとしている。
【コミュニケーションの継続】

· 理解できないことがあっても、推測するなどして聞き続け、読み続ける。
· イントネーションやつなぎ言葉を利用して表情豊かに受け答えようとしている。

· 知っている語句や表現を用いて表現することに意欲を持っている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· [n] [ŋ]の発音が、単語レベル、文レベルで正しくできる。Say It!
· tell+ (人) + to doやbe happy to doの構文を用いて正しく話すことができる。Practice 2,3

【適切な発話】

· 日本の迷信など日本文化について、適切に要領よく説明できる。Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい強勢、区切り、連音を用いて音読できる。Say It!　本文
【適切な音読】

· 先生と生徒の対話文を、感情を込めて読むことができる。本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· tell + (人) + to doやbe happy to doの構文を用いて正しい文を書くことができる。Practice 3

· 伝えたい内容を正しく表記することができる。Try It!

【適切な筆記】

· 日本の迷信など日本文化について、わかりやすい表現で適切に書くことができる。Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· tell + （人）+ to doの構文とI’d like to do, I’d like/ask + (人) + to doを用いた文を正しく聞き分けることができる。本文　Practice 1

【適切な聞き取り】

· 大切なポイントを把握して、３人の言っていることの違いを聞き分けることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 文法の知識に基づいて文の内容を正確に読み取ることができる。本文　Study It!

· 書かれた内容について正しく読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!
【適切な読み取り】

· 書かれた情報について大切なポイントを把握し、文化を背景としたevil eyeの迷信について理解する。本文　Check Your Understanding!

	言語や文化につい

ての知識・理解
	【言語についての知識】

· “How come?”などの口語表現と書き言葉の表現の違いを知る。

· “Break a leg!”に見られるように、表現と意味には違いがある可能性があることを理解する。

【文化についての知識】

· 様々な文化を背景にした迷信について、日本の場合との相違点や共通点があることを知る。

· 迷信や俗信が文化と深く結びついていることについて理解を深める。


Lesson 4    India  (pp.26-31)

	観点
	評価規準

	コミュニケーショ

ンへの関心・意

欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· ペアワークやグループワークで、学んだ表現を積極的に発話している。

【コミュニケーションの継続】

· 相手の発話を、興味を持って聞こうとする。
· 自分を紹介するホームページの文案を積極的に作ろうとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· [ɔ:][ou]の区別を、単語レベル、文レベルで正しく発音できる。Say It!　本文

· 長い単語を正しいアクセントで発音することができる。文の中でも正しく発音できる。Study It!　本文 
【適切な発話】

· 否定表現を用いて、統計表を適切に説明することができる。Practice 2
· 聞かれたことに対して、no matter ~ の構文を用いて適切に応答することができる。Practice 3

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しいアクセント、発音で音読できる。Say It!　本文
【適切な音読】

· インドの少年の気持ちを理解して、その気持ちを表現して読むことができる。本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 部分否定、no matter ～ を用いた文を正しく書くことができる。Practice 2,3

【適切な筆記】

· 自分を紹介するホームページの文案を的確に作ることができる。Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 部分否定を用いた表現を正しく聞き取ることができる。Practice 1
【適切な聞き取り】

· 聞いた内容から、テストの結果を正しく推測することができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 現代のインドについて書かれた内容を正しく読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!
【適切な読み取り】

· この若者が学んでいる学校、学校や家庭で話すことば、自分の興味、お兄さんの話からインドのコンピュータ産業の話題などについて、要点を把握することができる。本文　Check Your Understanding!

	言語や文化につい

ての知識・理解
	【言語についての知識】

· インターネットを利用する場合も、英語が重要な言語であることを知る。

· ホームページの読み方、構成についての知識を深める。

【文化についての知識】

· 現代のインド、若者の考え方について理解を深める。


Enjoy Communication 2  滞在期間は？ (pp.32-33)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 入国手続きのコミュニケーション活動に積極的に参加している。

· 相手の話の要点を正しく聞こうとする。

【コミュニケーションの継続】

· 理解できないことがあっても、その内容を理解しようと努める。
· 学習した語句や表現を使って、相手の行動を促す努力をする。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 正しい発音、連音、区切りなどを用いて場面に応じて話すことができる。Key Expressions!　Talk!　Communicate! 
【適切な発話】

· 入国手続きの場面で、聞かれたことに対して適切に応答することができる。Communicate!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 入国手続きの場面でのやり取りを正しく音読できる。Key Expressions!　Talk!　　Communicate!
【適切な音読】

· 必要な情報を理解しながら読むことができる。Communicate!

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 入国手続きに必要な語句を正しく書くことができる。Communicate!

【適切な筆記】

· 自分に関する情報を入国カードに適切に記入できる。Communicate!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· やり取りの状況を聞いて、その対話の内容を理解することができる。Key Expressions!　Listen!

【適切な聞き取り】

・　聞いた内容について大切なポイントを把握することができる。Key Expressions!　Listen!

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 入国カードの記入事項を正しく読み取ることができる。Key Expressions!

【適切な読み取り】

· 入国カードに書き込むべき情報が何であるかを読み取ることができる。Communicate!

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 入国審査に必要な語句、表現を知る。
【文化についての知識】

· 入国審査での質問事項、その答え方を知る。


Lesson 5  Guernica: A Symbol of Peace  (pp.36-41)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 話の要点（誰が何をする）に注意して、積極的に話したり聞いたりしようとしている。

【より積極的なコミュニケーションへの態度】
· 理解できないところや表現できないところについて、質問したり、協力して調べたりしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· [ə:r] [ɑ:r] の区別を、単語レベル、文レベルで正しく発音することができる。Say It!　本文
· 強勢、ポーズ、連音などに注意して正しく話すことができる。Say It!　本文
【適切な発話】

· 相手の質問に対して、自分の実状、考えを適切に表現することができる。Practice 2　Try It!
· 疑問詞で始まる疑問文を do you think を付け加えた形にして質問できる。Practice 3

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい強勢、区切り、連音などを用いて音読できる。Say It!　本文
【適切な音読】

· 先生と生徒の立場になって、対話文を読むことができる。本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· must / may / can’t have done, Why do you think~?, It takes + (人) + (時間／期間) + to doの表現を使って正しく書くことができる。Practice 2,3,4　Try It!
【適切な筆記】

· 伝えたい内容によって語句や表現を選択して書くことができる。Practice 2,3,4　Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· ３人の職業と、それぞれがひとつの仕事を仕上げるのに必要な時間、期間を聞き取ることができる。Practice 1
【適切な聞き取り】

· ３つの文とも、必要な情報は最後の文 “it takes (人) (時間／期間) to (仕事の内容)” の中に含まれている。これを正しく聞き取ることができる。Practice 1


	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· ピカソが「ゲルニカ」を描き始めるまでにどんなことがあったのか、その作品に込められたピカソの思い、その一見奇妙な画法などについて正しく読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!

【適切な読み取り】

· 先生と生徒の対話文から、重要な情報を読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 疑問詞で始まる疑問文は、 do you think が加わると間接疑問の語順になることを知る。
【文化についての知識】

· ピカソが「ゲルニカ」を描くきっかけになった歴史上の事件、ピカソがその絵に込めた思いを理解する。


Lesson 6  Adobe Houses  (pp.42-47)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 文法事項に注意して、学んだ表現を積極的に活用しようとしている。

【より積極的なコミュニケーションへの態度】
・　表情豊かに英語のスピーチをしようとしている。

· テキストにある英文を応用して、自分の意見を発表しようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 複数形の－sの音を正しく発音することができる。文レベルにおいても正しい発音で話すことができる。Say It!　本文
· 現在完了進行形、can/must/will be done, make/find/think it hard (for ~) to doの表現を正しく用いて話すことができる。Practice 2,3,4
【適切な発話】

· 相手の発話に対して適切な受け答えをすることができる。Practice 2,3,4

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい強勢、文の区切り、連音で音読できる。Say It!　本文
【適切な音読】

· スピーチとして、はっきりと適切に音読することができる。本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 現在完了進行形、can/will/should be done, make/find/think it hard (for ~) to doの表現を正確に使って書くことができる。Practice 2,3,4

【適切な筆記】

· 具体的な情報を伝えるために、テキストの文に語句を加え、工夫して書くことができる。Practice 4

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 現在完了進行形を用いた表現を聞いて、正しく理解することができる。　　Practice 1
【適切な聞き取り】

· ３人について述べた文を聞き、それぞれが何を、どのくらいの期間しているかを聞き取ることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· アドービ造りの家について書かれた内容を正しく読み取ることができる。本文　　Check Your Understanding!

【適切な読み取り】

· アドービ造りの家は何で造られているか、どんな特異な構造を持っているか、なぜこのような家が建てられたのかなどについて、要点を読み取ることができる。本文　Check Your Understanding!

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 状態を表す動詞の場合、ふつうの現在完了形（have done）で継続を表すことができることを知る。
【文化についての知識】

· アメリカの少数民族の一つ、プエブロ族の特異な住宅構造を知り、それぞれの民族には、その地の気候や環境に合った文化があることを理解する。


Enjoy Communication 3　お名前は？  (pp.48-49)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 質問や依頼を受けて、その要点に注意して自分の意志を伝えようとする。

· ペアワークで、学んだ表現を積極的に発話している。
【より積極的なコミュニケーションへの態度】
· 正しいイントネーションで、つなぎのことばを適切に用いて受け答えようとている。
· はっきりしない情報は、話し手に聞き返して確かめるなど、積極的にコミュニケーション活動に参加している。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· ホテルでのチェックインの場面で、必要な表現を正確に発音できる。Key Expressions!　Talk!　Communicate!
【適切な発話】

· 質問に対して適切に応答することができる。Talk!　Communicate!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 話のポイントが相手に伝わるようにはっきりと音読できる。Key Expressions!　 Talk!
【適切な音読】

· 話者の気持ちを表現して音読することができる。Key Expressions!　Talk!

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· ホテルの宿泊者カードに正しく記入することができる。Communicate!

【適切な筆記】

· 宿泊者カードに、必要とされる事項を適切に記入することができる。Communicate!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 必要な情報を正確に聞き取ることができる。Listen!　Talk!　Communicate!
· チェックインの場面で、質問事項を正しく聞き取ることができる。Listen!　Talk!　Communicate!
【適切な聞き取り】

· 相手のことばがはっきり聞き取れないときには、聞き返すなどしてコミュニケーションを成立させることができる。Communicate!

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 宿泊者カードを正しく読み取ることができる。Communicate!

【適切な読み取り】

· 求められている情報を正しく読み取ることができる。Communicate!

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 外国の人に自分の名前を告げるとき、スペリングを言うことにより正確に、確実に伝えることができることを知る。
【文化についての知識】

· ホテルのチェックイン、日本国内の場合との違いを知る。英語文化でのアイデンティティーの重要性を理解する。


Enjoy Reading!  Rocket Boys  (pp.52-56)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 意欲的に物語を読み、鑑賞しようとしている。

【より正確なコミュニケーションへの姿勢】

· 読んでいて理解できないところがあっても、推測するなどして読み続ける。

· スキット活動に意欲的に取り組み、積極的に演じようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 正しい発音、イントネーションでスキットを演じることができる。

【適切な発話】

· 読んで得た情報にもとづいて、物語の筋の概略を話すことができる。

· スキットで登場人物の気持ちを口頭で適切に表現できる。

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい発音、強勢、イントネーション、区切りを用いて朗読できる。
【適切な音読】

· 物語の登場人物の気持ちが聞き手に伝わるよう朗読することができる。

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· スキットの登場人物のせりふを正確に書くことができる。
【適切な筆記】

· 物語の一部をスキットの形式で適切に表現し、書くことができる。

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 朗読された物語の内容を正しく聞き取ることができる。
【適切な聞き取り】

· 朗読された物語の展開と登場人物の心情を、楽しみながら聞き取ることができる。

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 物語の内容について正しく読み取ることができる。
【適切な読み取り】

· 物語の登場人物の心情を共感とともに読み取ることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 口語でよく用いられる表現 ’ve got (= have), ‘ve got to do = (have to do) を知る。
【文化についての知識】

· 1950年代のアメリカの時代背景（ソ連との宇宙開発競争）、また優れた運動選手に奨学金を与えて大学に進学させるアメリカの伝統的な制度を理解する。


VISTAⅡ  Step Two

Lesson 1  Come Back Again, Little Turtles!  (pp.4-9)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 話の要点（誰が何をする）に注意して聞き、強勢、ポーズなどの音声の特徴に積極的に慣れようとしている。

· 【より積極的なコミュニケーションへの態度】
· イントネーションに留意して、表情豊かに状況をレポートしようとしている。

· 理解できないところや表現できないところについて、質問したり、協力して調べたりしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· [r][l]の発音を、語レベル、文レベルで正しく発音できる。Say It!
· seem to do, have been done を用いて正しく話すことができる。Practice 2,3

【適切な発話】

· 小笠原のカメの様子を伝えるテレビレポートを適切に行うことができる。Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい発音、イントネーションを用いて音読できる。Say It!　本文

【適切な音読】

· レポーターとして情報を確実に伝えられるように、工夫して読むことができる。Say It!　本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· seem to do, have been doneなどの表現を使って正しく書くことができる。Practice 2,3

【適切な筆記】

· 小笠原のカメの様子を伝えるテレビレポートの原稿を、語句や表現を選択して適切に書くことができる。Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· large enough to doを用いた３つの文を正しく聞き分けることができる。　　Practice 1

【適切な聞き取り】

· ３つの説明文を聞き、それぞれの場所がどんな目的で使われるかを聞き取ることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 書かれた内容を正しく読み取ることができる。 Check Your Understanding!　本文

【適切な読み取り】

· 子ガメの放流の場面、海洋センターの仕事、放流後のアオウミガメの生活などの情報を読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文 

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· テレビレポートの表現を知る。
【文化についての知識】

· 絶滅の恐れのある野生動物を保護する活動の重要性を理解する。


Lesson 2  Friedensdorf International  (pp.10-15)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· アクセント、区切り、連音など、英語の音声の特徴に慣れようと努力している。

· 間違うことを恐れず自分の経験を英語でまとめ、発表しようとしている。

【より積極的なコミュニケーションへの態度】
· 聞き手を意識して、表情豊かに英語を話し、通訳としての役割を演じようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 比較的長い単語、カタカナ英語として日本語化していることばも、正しい発音、アクセントで発音することができる。Say It!　Practice 2,3 

· 関係副詞、過去完了、強調構文を正しく用いて話すことができる。Practice 2,3,4

【適切な発話】

· 強調構文を適切な文脈で用いることができる。Practice 4

· ボランティア活動について、自分の個人的な体験を具体的に話すことができる。Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 発音、アクセント、区切り、連音に注意して正しく音読できる。Say It!　本文

【適切な音読】

· 通訳としての役割を意識して、重要なポイントを明確に読むことができる。Say It!　本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 学習した文法事項を正しく使って書くことができる。Practice 2,3,4

【適切な筆記】

· 個人的な体験を語句や表現を工夫して具体的に書くことができる。Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 先生と生徒の対話を正しく聞き取ることができる。Practice 1

【適切な聞き取り】

· 誰が何をしたかを、時間を追って理解し、質問（誰が、いつ）に適切に答えることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 「国際平和村」について書かれた内容を正しく読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

【適切な読み取り】

· 「国際平和村」とはどういう施設か、その置かれている地理上の位置、東ちづるがそこで見た子供たちの姿、この活動が何によって支えられているかなどについて読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 名詞（主語、目的語）や副詞を強調するときの構文を知る。
【文化についての知識】

· 戦争や地雷などで重傷を負った子供たちのケアが、国際的な協力によって行われることの大切さを理解する。


Enjoy Communication 1  電車で? バスで？  (pp.16-17)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

・　ペアワークで、自分の知っている表現を積極的に発話している。
· 間違うことを恐れず自分の考えを発表している。

【より正確なコミュニケーションへの姿勢】

· 表現できないところがあっても、知っている語句や表現を用い、イントネーションやつなぎ言葉を利用して表情豊かに会話を続けようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

・　地名、時間、表示中の数字など、重要な情報を担う語句を正確に発音することができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!
【適切な発話】

・　行き方や所要時間を尋ねたり答えたりする表現を、文法に従って正しく使うことができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 世界の主要都市名を正確に読むことができる。Communicate!

· 相手に正確に情報が伝わるように正しい強勢、イントネーション、区切りなどを用いて音読できる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

【適切な音読】

・　話者の気持ちを理解して読むことができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 交通手段と都市名を正確に書くことができる。Communicate!

【適切な筆記】

・　伝えたい内容や相手によって、語句や表現を選択しながら書くことができる。Communicate!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 紛らわしい数字や語句を正確に聞き分けることができる。Listen!

【適切な聞き取り】

· 旅行の場面でよく用いられる表現について、大切な部分を聞き取ることができる。Listen!

・　自然な口頭で読まれた英語の内容を聞き取ることができる。Listen!

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 交通手段や所要時間について書かれた内容について正しく読み取ることができる。Key Expressions!  Talk!

【適切な読み取り】

・　交通手段や所要時間について書かれた情報について大切な部分を読み取ることができる。Key Expressions!  Talk!

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 個人的なコミュニケーションの場面で、乗り物などについての情報を伝える表現を知っている。

【文化についての知識】

・　世界中の主要都市を回って世界一周旅行をするための乗り物やルートを知っている。


Lesson 3  Sepak Takraw  (pp.20-25)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 発音、区切り、イントネーションなど、英語の基本的な音声の特徴に積極的に慣れようとしている。

· 必要に応じて辞書などを活用し、興味を持って教室活動に参加している。

【より積極的なコミュニケーションへの態度】
· グループで協力しながら、知っている語句や表現を用いて、積極的に英語で伝えたい内容を話したり書いたりしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 前の文を受ける表現 So do I. などを、正しいイントネーションで話すことができる。Say It!　本文　Practice 2
· 倍数表現を用いて正しく発話できる。

【適切な発話】

· 興味のあるスポーツの話題について、英語で適切に話すことができる。Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい発音とイントネーションで音読できる。Say It!　本文

【適切な音読】

· 留学生と日本人生徒との対話を適切に読むことができる。Say It!　本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· X times as ～ as …や分詞構文の形を正しく書くことができる。Practice 3,4
【適切な筆記】

· 分詞構文を使って適切に表現することができる。Practice 4

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 倍数表現を用いた文を正しく聞き取ることができる。Practice 1

【適切な聞き取り】

· 写真を見ながら、セパタクローがどのようなスポーツかを聞き取ることができる。本文
· ３つの文で、何と何がどんなことで比較されているかを聞き取ることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 新しく導入された文法事項を理解し、正しく読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

【適切な読み取り】

· セパタクローがどのようなスポーツかについて詳しく読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· Wow!や Reallyなどの口語的な表現の用い方とその正しいイントネーションを知る。

· “Sepa…what?” のようなインフォーマルな会話の運びを知る。

【文化についての知識】

· 日本では珍しいアジアや世界のスポーツを知るとともに、日本で伝統的に培われてきたスポーツの特徴についてもこれらと比較しながら理解を深める。


Lesson 4  Sushi  (pp.26-31)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 日本の文化を外国の人に紹介することに意欲を持って取り組む。

· グループワークで、学んだ表現を積極的に発話している。
【より積極的なコミュニケーションへの態度】
· 理解できないことがあっても､推測するなどして聞き続けようとする。
· 表現できないところがあっても辞書を利用したり、お互いに協力したりして自分の意向を伝えようとする。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 日本語の音と英語の音の違いに留意して、カタカナ英語になっていることばも正しく発音することができる。Say It!
· 正しい強勢、区切り、連音を用いて話すことができる。Say It!　Practice 3　Try It!

【適切な発話】

· 日本の伝統芸能や文化からの話題について適切に説明することができる。Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 単語の発音（特にカタカナ英語として日本語になっているもの）、強勢、区切り、連音などに注意して正しく読むことができる。Say It!　本文

【適切な音読】

· スピーチらしく原稿を読むことができる。Say It!　本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 進行形の受け身文や完了不定詞を用いた文を正しく書くことができる。　Practice 2,3　Try It!

【適切な筆記】

· 日本の伝統芸能や文化からの話題について、適切な語句や表現を用いて書くことができる。Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 進行形の受け身を用いた文を正しく聞くことができる。Practice 1

【適切な聞き取り】

· ３つの対話文を聞き、どんなことが進行中であるか聞き取ることができる。　　Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 進行形の受け身や完了不定詞を用いて書かれた文を正しく読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

【適切な読み取り】

· 寿司の歴史、またなぜ寿司が日本だけでなく外国でも人気の食べ物になったかを読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 英語と日本語の発音、アクセントの違いを知る。
【文化についての知識】

· 日本の伝統芸能や文化についての理解を深める。


Enjoy Communication 2  どうかしたの?  (pp.32-33)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 学習した表現が用いられる場面を想定して、積極的に活動に参加している。
· ペアワークで、間違うことを恐れず学んだ表現を積極的に発話している。
【より積極的なコミュニケーションへの態度】
· 英語を聞いてその内容を理解するとともに、相手の発話に応じて適切に反応しようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 相手の体調をたずね、助言や指示などを正しく伝えることができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

· 自分の体調を正しく伝えることができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

【適切な発話】

· ジェスチャーなどの非言語的な手段も用いたりしながら、自分の体調を適切に表現することができる。Communicate!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 自分の体調を伝える文や、体調の悪い人への指示、助言などを正しく音読できる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

【適切な音読】

· 話者の気持ちを表現して読むことができる。Key Expressions!  Talk! 

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 健康カードに記入しながら、自分の体調について正しく書くことができる。Communicate!
【適切な筆記】

· 記入した健康カードの内容から、必要な情報を伝える文を適切に書くことができる。Communicate!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 会話を聞いて、どんな状況での会話かを聞き取ることができる。Listen!

【適切な聞き取り】

· 体のどの部分に異常があるのかを聞き取ることができる。Listen! 

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 健康カードを正しく読み取ることができる。Communicate!
【適切な読み取り】

· カードに書かれた情報を適切に理解することできる。Communicate!

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 体調を示すいろいろな表現、具合が悪い人に対する助言や指示のことばや表現を知る。

【文化についての知識】

· 具合の悪そうな人への適切な対処の仕方を知る。


Lesson 5  My Favorite Musician  (pp.36-41)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴に注意しなから発話しようとしている。

【より正確なコミュニケーションへの姿勢】

· 自分の意見や情報、感情などをスピーチの形で、聞き手にわかりやすく伝達しようとしている。

	か表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· カタカナ英語となっていることばを正しい英語の発音で発話できる。Say It!
· 仮定法過去、hear ~ done を正しく用いて発話できる。Practice 2,3,4

【適切な発話】

· 仮定法過去を用いて自分の希望を適切に発話できる。Practice 4
· 自分の好きな楽器について適切に話すことができる。Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 日本語の発音に干渉されることのない正しい発音、正しい強勢、区切り、連音などを用いて音読できる。Say It!　本文

【適切な音読】

· スピーチとしてふさわしく本文を音読できる。本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 仮定法過去、hear ~ doneの構文を正しく書くことができる。Practice 2,3,4

【適切な筆記】

· 仮定法過去を用いて自分の気持ち、考えを適切に書くことができる。Practice 4

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 電話での２人の会話を正しく聞き取ることができる。Practice 1

【適切な聞き取り】

· 友子がなぜメアリーに電話をしたか、メアリーは今何をしているか、またそれを聞いた友子の気持ちを聞き取ることができる。Practice 1


	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 学習した文法事項に留意して、書かれた内容について正しく読み取ることができる。Check Your Understanding!  本文

【適切な読み取り】

· エヴェリン・グレニーとはどんな音楽家か、彼女が音楽家になるまでにどんなことがあったか、彼女は今どのようにして音を聞き取るのかなどを読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 現実の事実とは違うことや実現できそうにない願いを表す表現方法、仮定法過去を知る。

【文化についての知識】

· 聴覚に障害を持つ人々も、聴覚以外の感覚で音を聞いたり、楽器を演奏することもできることを知り、障害を持つ人たちへの理解を深める。


Lesson ６  Nazca Lines  (pp.42-47)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· Some ~.  Others .... やWhat ~ for? のような慣用表現を用いて、ペアワークで積極的に発話している。

· 間違うことを恐れず、自分の考えを述べたり書いたりしようとしている。

【より正確なコミュニケーションへの姿勢】

· リスニングや会話で、発話が理解できないことがあっても、推測するなどしてコミュニケーションを続けている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 長い単語やカタカナ英語となっていることばを正しいアクセントで発音できる。Say It!
· 学習した文法に従って正しく話すことができる。Practice 2

【適切な発話】

· 日本にある世界遺産について、適切に口頭で発表できる。Try It!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい発音、正しい強勢、区切り、連音などで読むことができる。Say It! 本文

【適切な音読】

・　自由研究発表としての英文を、聞き手にわかりやすく音読することができる。

本文　Try It!

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 非制限用法の関係代名詞や学習した表現を用いた文を正しく書くことができる。　　Practice 2,3

【適切な筆記】

· 日本にある世界遺産を１つ取り上げ、それについて適切に書くことができる。Try It!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· ３つの英文の内容を正しく聞き取ることができる。Practice 1

【適切な聞き取り】

· 聞いた英文の中から、質問の答えとなる部分（何に似た形か、何のために美術館に行くのか、何についての本か）を聞き取ることができる。Practice 1

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· ナスカの地上絵について書かれた内容を正しく読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

【適切な読み取り】

· ナスカの地上絵が有名になるきっかけ、地上絵には何が描かれているか、いつ、誰によって描かれたものか、研究者マリア・ライヘの業績、地上絵の現在の状況などを読み取ることができる。Check Your Understanding!　本文

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 制限用法とは異なる非制限用法の関係代名詞の使い方を知る。

【文化についての知識】

· 破壊されてしまうと再び創り出すことのできない文化遺産の大切さと、その保護の重要性を理解する。


Enjoy Communication 3  本当に楽しかった (pp.48-49)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· ペアワークで、学習した表現を積極的に発話している。
· 間違うことを恐れず自分の考えを発表している。

【より正確なコミュニケーションへの姿勢】

· 表現できないところがあっても、知っている語句や表現を用い、イントネーションやつなぎのことばを利用して、表情豊かに会話を続けようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 感謝を伝えるための表現を正しく発話することができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!
【適切な発話】

· 感謝を伝えるために、場面に合わせて適切な表現を使うことができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 感謝を伝えるための表現を正しいイントネーションで読むことができる。  Communicate!

· 相手に正確に情報が伝わるように正しい強勢、イントネーション、区切りなどを用いて音読できる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

【適切な音読】

· 話者の気持ちを適切に表現して読むことができる。Key Expressions!  Talk!  Communicate!

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 感謝の気持ちを伝えるための手紙を正しく書くことができる。Communicate!

【適切な筆記】

· 旅先でお世話になった人への礼状を適切に書くことができる。Communicate!

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 対話を聞いて、その状況を正しく聞き取ることができる。Listen!

【適切な聞き取り】

· 対話を聞いて、その日の見学地、翌日の予定などを聞き取ることができる。Listen!

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· お礼の手紙の内容を正しく読み取ることができる。Communicate!

【適切な読み取り】

· お礼の手紙の欠けている情報を適切に補いながら、書き手の意図を読み取ることができる。Communicate! 

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 個人的なコミュニケーションの場面で、感謝を伝える適切な表現、またお礼を言われたときの対応の表現を知る。

【文化についての知識】

· 感謝の気持ちをことばや手紙で直接相手に伝えることの大切さを理解する。


Enjoy Reading!  The Tale of Bedd Gelert  (pp.52-56)

	観点
	評価規準

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	【言語活動への取り組み】

· 物語の展開を楽しみながら、意欲的に物語を読もうとしている。

· 読んでいて理解できないところがあっても、推測するなどして読み続ける。

【より正確なコミュニケーションへの姿勢】

· わからないところは、積極的に辞書などで調べている。

	表現の能力
	話すこと
	【正確な発話】

· 物語の中の出来事について、順を追って正しく話すことができる。

【適切な発話】

· 物語の登場人物の心情を推測しながら語ることができる。

	
	読むこと
	【正確な音読】

· 正しい強勢、イントネーション、区切りなどを用いて朗読できる。BEFORE READING ALOUD 1　本文
【適切な音読】

· 物語の主人公の気持ちを理解し、それを表現する声の調子、適切なスピードで朗読することができる。BEFORE READING ALOUD 2　 本文
· 登場人物のせりふの部分を、感情を込めて読むことができる。BEFORE READING ALOUD 1  本文

	
	書くこと
	【正確な筆記】

· 物語のあらすじを正しい英語でまとめることができる。
【適切な筆記】

· 主人公の心情を伝える語句や表現を適切に選択して、物語のあらすじをまとめることができる。

	理解の能力
	聞くこと
	【正確な聞き取り】

· 朗読される物語を正しく聞き取ることができる。本文
【適切な聞き取り】

· 朗読される物語を、楽しみながら聞き取ることができる。本文

	
	読むこと
	【正確な読み取り】

· 物語の展開を正しく読み取ることができる。本文

【適切な読み取り】

· 王子が狩りに出かけようと誘ったときの愛犬の様子、狩りから戻ったとき気づいた異常、その後王子がとった行動などを読み取ることができる。本文

	言語や文化についての知識・理解
	【言語についての知識】

· 物語を聞き手が楽しめるように朗読する留意点を知る。THREE POINTS WHEN READING ALOUD
【文化についての知識】

· ウェールズ（地方）、ケルト（民族）についての基礎的な知識、また民話を読む面白さを知る。


